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簿　　1　　第12回　BELCA賞　ベストリフォーム部門　表彰物件　　　靭一簿

1　　　　　　　　　　　　　　　　　1蛍新大手町ビル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藁
曽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憲
　　　在　地：東京都丁・代田区大手町2－2－1
φ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　罫　　　　途：事務所（改修前後とも）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　罫
　　　　一i：：1959年（昭和34年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　留♂

　　　　修：2001年（平成13年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾　　　有　者：三菱地所（椥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vlノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衆め

禽改修設計者：（株）三菱地所設計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r1〕、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ，蕊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き使改修施工者二清水建設㈱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　（株）関電工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馨冨

8　　　　　　㈱弘電社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟
崇　　　　　　新菱冷熱工業㈱

　　　　　　（株）城。研究所　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ、》　　　1体轡失（株）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴇
複〔ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ

忌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫
戯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強
セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌソ

潟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
謡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禽
雲　新大手町ビルは昭和34年に竣 i二、同45年に増築を経て、これまで賃貸用オフィスとして利用されてきたが、　駅
9今後更にロングライフビルとして使い続けられるよう改修されたものである。　　　　　　　　　　　　　　象
いり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ1
濠　改修に当たって、単に壊して過去の記憶を消し去ってしまうのではなく、建物を使う人たちの記憶にオーバ㊥
麟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠
1一レイさせる事を意図し・旧外壁面を新規カーテンウォール越しに微か。こ見せるなど随所に」二夫がなされて嬉

きり、設計者の意欲が感じられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　審
鰭　ペリメーターにファンコイルユニットを設置するため、竪配管を窓の両側に設け、「ファンコイルシャフト」　留

圏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊥
蕊と「外装ガラスカーテンウォールを一体化させた手法は、現代的なファサードの構成と機能を両立させており、訟

献功しているといえよう．　　　　　　　　　　　　　　　　蕊
慧高機能化するオフィスビノレヘのテナントニーズ1こ対応すべく、。Aフ。ア化と。A分電盤の設置、連続調光／

ぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てぎ
蔓型HF蛍光灯による自動調光化、ペリメーターへの天井カセット型ファンコイル（1スパン2台）とコンパク留
覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ
馨ト型空調機による個別空調化を図っている。改修にあたっては現行法令への対応も図られているが排煙につい羅

鐘ては不適格となっているのが残念である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亭
1改修画こあたっては・外装1よ外部からの作業を主体に　テい・内装は土曜・日曜に作業を行うことで・居な／

壽がら工事を実現している。これらは、管理者・設計者・施 畳1者・テナントの4者が・体となっての綿密な計画潟
膚がなければ到底できえなかったであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　融

峯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
織当然のことながら・本建物は旧而寸震聯で設計されているが・バランスのよい緬形状と比較的壁量が多い3

φことから、もともと基本耐震性能のレベルが高く、最少の補強で済ませることができた。補強後の事務室の使謝
3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　超・爵い勝手に大きな影響を与えなかったことは幸いであった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ
φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　博ナ
3　本建物は今後20～30年のロングライフ化を目指しており、長期修繕計画のもとに、維持保全と運営管理が行潟
曼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ
罫われている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊦
鯉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　留
画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢偽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》
・妻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑨
達　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　贈
3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
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